
08年10  月

Installation Guide

Model : 

消音ユニット取付けマニュアル

OFFICE TASTI  CO.,LTD.

Acoustic Piano MIDI Converter With Silent Mechanism

アップライト















ストッパー

4.アクションを一旦ピアノ本体に戻します。

　スぺーサー等を使用しハンマーのストップ位置を全て均等に揃えます。

　重要な作業ですので慎重に揃えるようにしてください。

・ストッパーのレバー（左端）を左手で軽く手前に引きながら任意のハンマーをそっと弦に近付けます。

・ストッパーのヒンジを止めた個所の最低音部、ミドルエンド、次高音部、最高音部の４ケ所の内でストッパーにて

　シャンクが止まった時にハンマーの先が、一番に弦寄りに触れるセクション（基準ハンマー）を見つけます。

・ストッパーのクッションにシャンクが当たり、かつハンマーが弦に最初に触れるセクションが全体の基準にになります。

・基準ハンマーが決定しましたら他のセクションはシャンクがストッパーに当たるともハンマーが弦には触れないこと

　を確認ください。この確認作業はストッパーが弦に対して一直線になっていないことを意味します。

　弦に当たらないセクションはストッパーがアクションブラケット寄りに付いており、逆に弦に早く触れるセクション

　はストッパーが弦寄りに付いていることを必ず理解してください。

・次にスぺーサーを利用してストッパーを直線的な取付位置に調整します。

　上記の間隔確認時に離れているハンマーがどの程度なのかあらかじめ目測しておくと作業効率が上がります。
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・まず、ストッパー（左端レバー）を左手で軽く

  手前に引き、任意のハンマーシャンクをクッション

  触れるような状態で、ハンマーヘッドが弦に

　軽く触れるまでストッパーを前進させます。

　最低音、中音、高音、最高音のヒンジ固定位置

　の４セクションの中でクッションに当たりつつ、

　弦に触れのが一番早いセクションを探します。

　一番早いセクションが全体の基準値となります。

・次高音部でストッパーを左手で軽く手前に

　引きながらシャンクでクッション（ストッパー）

　を前進させているところです。

　最終的には全てのセクションにおいてシャンクが

　クッションに、そしてハンマーヘッドが弦に同時

　に当たるように調整します。
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ストッパー

P9

6.スぺーサーによるストッパー位置決定後、再びアクションを降ろしスプリングをつけます。

・Eリングを一旦ラジオペンチなどではずし、スプリングをはめた後Eリングを再びはめてください。

　Eリングを付け易くする工具で模型のTAMIYAより４mmEリングセッターが出ています。

←Eリング 引っ掛けます

スプリングを取り付けた後にアクションを戻しますが、

この時突き上げ棒などもはめましょう。

アクションプラケットボルトもしっかり締めます。

・ストッパーが左右にずれるのを

　防ぐために 必要に 応じて

　最高音部のヒンジ部に付属

  のケーブルタイを使用します。

スプリングを入れた後にEリングを
手前位置に戻します。。

スプリングを入れる際に
一旦はずします。



ストッパー
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7.ハンドルレバーの取付

取付位置 取付位置

・付属の木ネジにてピアノ左側につけます。前後位置は随意ですがレバーがON (手前に引いた時）時にレバーの先１cm・付属の木ネジにてピアノ左側につけます。前後位置は随意ですがレバーがON (手前に引いた時）時にレバーの先１cm

   程タナ板から出ているくらいが良いかと思います。　ワイヤーに無理がないようにクランプで固定しましょう。　   程タナ板から出ているくらいが良いかと思います。　ワイヤーに無理がないようにクランプで固定しましょう。　

・フックをストッパーレバーにかけます。

ONの時1cmほど出す

・出来るだけ直線に
　近くしてください。

・Eリングは手前側だけに付けば大丈夫です。

　ユニブラケットは必要に応じて、位置を変更

　できます。

　ユニブラケット裏のネジにて位置変更します。






























